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２
０
１
８
年
が
明
け
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新

し
い
年
の
初
め
に
際
し
、
一
言

ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
日
中
国
交
正
常
化

45
周
年
、
岐
阜
・
杭
州
市
「
日

中
不
再
戦
」
碑
文
交
換

55
周
年

で
し
た
。
当
協
会
で
は
主
催
事

業
「
ぎ
ふ
中
国
く
る
ぶ
」
を
中

心
に
、
日
中
間
の
相
互
理
解
と

友
好
親
善
に
い
さ
さ
か
な
り
と

も
貢
献
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

５
月
の
星
屋
秀
幸
氏
（
森
ビ

ル
特
別
顧
問
）
講
演
で
は
、
日

中

ビ

ジ

ネ

ス

30

余

年

の

体

験

に
基
づ
く
、
人
と
人
が
織
り
な

す
成
果
を
学
び
、
10
月
の
小
坂

文
乃
さ
ん
（
日
比
谷
松
本
楼
社

長
）
の
講
演
か
ら
は
、
梅
屋
庄

吉
と
孫
文
の
友
情
と
信
頼
か
ら
、

今
を
生
き
る
我
々
の
ヒ
ン
ト
を

く
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

10

月

の

中

部

６

県

日

中

友

好

協
会
の
民
間
友
好
写
真
展
で
は
、

当
協
会
が
日
中
友
好
交
流
に
果

た
し
た
役
割
や
足
跡
を
県
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。
あ

ら
た
め
て
会
員
の
ご
協
力
、
ご

尽
力
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
は
日
中
平
和
友
好
条
約

締
結

40
周
年
、
日
中
不
再
戦
・

中

日

友

好

の

碑

建

立

55

周

年

で
す
。
日
中
関
係
は
ぎ
く
し
ゃ

く
し
た
状
態
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
首
脳
同
士
の
訪
問
が
話
題

に
上
が
る
な
ど
、
厚
い
雲
の
間

か
ら
日
が
差
し
て
く
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。 

当
協
会
で
は
今
年
も
「
ぎ
ふ

中
国
く
る
ぶ
」
事
業
を
継
続
、

民
間
交
流
を
け
ん
引
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

理
事
・
運
営
委
員
を
中
心
に
新

た
な
企
画
を
練
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

「
岐
阜
県
日
中
友
好
協
会
、

こ
こ
に
あ
り
」
の
気
概
を
胸
に
、

日
中
関
係
が
前
に
進
む
よ
う
、

「
日
中
不
再
戦
」
の
た
い
ま
つ

を
掲
げ
、
皆
様
の
先
頭
に
立
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か
ご
協

力
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ひ
孫
の
小
坂
文
乃
さ
ん
朝
日
大

で
講
演 

 

岐
阜
県
日
中
友
好
協
会
は
辛

亥
革
命
の
指
導
者
、
孫
文
を
支

援
し
た
梅
屋
庄
吉
の
ひ
孫
、
小

坂
文
乃
さ
ん
（
日
比
谷
松
本
楼

社
長
）
を
招
き
、
２
０
１
７
年

10
月

28
日
、
瑞
穂
市
の
朝
日
大

学
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

小
坂
さ
ん
は
「
梅
屋
は
ア
ジ
ア

の
平
和
を
願
っ
て
孫
文
を
支
援

し
た
」
と
曽
祖
父
の
思
い
を
語

り
、
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
て
い
な

い
秘
話
も
い
く
つ
か
披
露
し
ま

し
た
。 

 

講
演
会
は
当
協
会
の
企
画
事

業
「
ぎ
ふ
中
国
く
る
ぶ
」
の
第

３
弾
。
日
中
関
係
に
興
味
の
あ

る
市
民
に
も
無
料
で
公
開
し
て

お
り
、
今
回
は
県
内
、
名
古
屋

市
、
遠
路
上
海
市
な
ど
県
外
か

ら
も
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

小
坂
さ
ん
は
「
梅
屋
庄
吉
と

孫
文
～
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
ａ
ｌ
な
生
き
方
に
学
ぶ
～
」

と
題
し
、
梅
屋
と
孫
文
の
出
会

い
か
ら
話
を
始
め
ま
し
た
。
２

人
の
友
情
と
信
頼
が
ア
ジ
ア
を

力
で
ね
じ
伏
せ
よ
う
と
す
る
西

欧
列
強
に
立
ち
向
か
い
、
腐
敗

し
た
清
朝
を
倒
す
力
に
な
っ
た
、

と
指
摘
。 

梅
屋
は
幼
少
期
か
ら
困
っ
て

い
る
人
を
放
っ
て
お
け
な
い
性

格
で
、
孫
文
な
ら
ア
ジ
ア
を
強

く
し
平
和
を
か
な
え
て
く
れ
る

と
信
じ
、
「
君
は
兵
を
挙
げ
よ
。

我
は
財
を
以
っ
て
支
援
す
」
と

の
有
名
な
発
言
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
曽
祖
父
の
心
中

を
推
し
量
り
ま
し
た
。
映
画
事

業
で
成
し
た
財
を
惜
し
み
な
く

投
じ
、
そ
の
額
は
梅
屋
も
把
握

で
き
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
と
語
り

ま
し
た
。 

孫
文
と
宋
慶
齢
の
縁
結
び
は

梅
屋
の
妻
ト
ク
だ
っ
た
こ
と
、

梅
屋
庄
吉
、
孫
文
、
宮
崎
滔
天

の
子
孫
同
士
が
世
代
を
超
え
て

交
流
し
て
い
る
こ
と
、
孫
文
生

誕
１
５
０
年
の
昨
年
、
北
京
で

の
祝
賀
行
事
に
招
か
れ
、
習
近

平
国
家
主
席
ら
国
家
指
導
者
が

駆
け
付
け
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
し
ま
し
た
。 

（
講
演
要
旨
は
裏
面
に
掲
載
し

ま
し
た
） 

新
年
の
ご
挨
拶 

岐
阜
県
日
本
中
国
友
好
協
会 

会
長 

杉
山 

幹
夫 

協
会
の
自
信
と
道
し
る
べ
に 

協
会
の
自
信
と
道
し
る
べ
に 

 

孫
文
支
え
た
梅
屋
庄
吉

梅屋庄吉はアジアの平和を願って孫文を支援したと語
る小坂文乃さん＝朝日大学  



  
ぎ
ふ
メ

デ
ィ
コ
ス
で
写
真

展 

 
日

中

国

交

正

常

化

45

周

年

を

記

念

し

、

岐

阜
県

な

ど

中

部

６

県

の

日

中

友

好

協
会

の

活

動

を

振

り

返

る

日

中

民

間
友

好

写

真

展

が

２

０

１

７

年

10

月

16

日

か

ら

20

日

ま

で

岐

阜

市

司
町

の

ぎ

ふ

メ

デ

ィ

ア

コ

ス

モ

ス

で
開

か

れ

ま

し

た

。 

 

同

写

真

展

は
中

部

６

県

の

日

中

友

好

協

会

と

駐
名

古

屋

中

国

総

領

事

館

が

主

催

。
各
県

協

会

か

ら

15

点

ず

つ

、
計

90
点

が

愛

知

、
岐

阜
、

三

重

、

石

川

、
福

井

、

富

山

会

場

を

巡

回

し

ま

し
た

。 

岐

阜

県

日

中

友

好

協

会

は

日

中

不

再

戦

碑

文

交

換

55

周

年

に

合

わ

せ

、

１

９
６

２

年

の

岐

阜

市

と

杭

州

市

の

碑
文

交

換

式

、

79
年

の

友

好

都

市

提
携

調

印

式

、

岐

阜

市

の

提

案

で

始
ま

っ

た

西

湖

マ

ラ

ソ

ン
（

現

杭

州

マ

ラ

ソ
ン

）
、
栄

叡

座

像

里

帰

り

運
動

、

歴

代

駐

日

大

使

、

２

０

１

５
年

の

当

協

会

創

立

60

周

年

式

典

な

ど

の

写

真

を

展

示

し

ま

し

た

。 

 

初

日

は

鄧

偉
総

領

事

が

訪

れ

、

杉

山

幹

夫

会

長
の

案

内

で

見

て

回

り
、
碑

文

交

換

の

写

真

の

前

で
「

こ

れ

は

中

日

友

好
の

原

点

と

い

え

る

貴

重

な

１

点

。
両

国

の

絆

を

深

め

て

行

こ

う

、

と
い

う

意

気

込

み

が

伝

わ

っ

て

来

る
」

と

感

想

を

述

べ

ま

し

た

。 

              

期

間

中

、

た
く

さ

ん

の

人

が

来

場

。

岐

阜

県

の
友

好

都

市

、

江

西

省

の

学

生

訪

問

団

約

50

人

が

市

内

見

学

の

途

中
に

会

場

を

訪

れ

、

日

中

交

流

の

歴
史

を

興

味

深

そ

う

に

見

入

っ

て

い
ま

し

た

。 

                

  

東

京

・

日

比
谷

松

本

楼

の

小

坂

文

乃

で

す

。

松

本

楼

は

明

治

36

（

１

９

０

３

）
年

、

日

本

初

の

洋

式

日

比

谷

公

園
と

同

時

に

オ

ー

プ

ン

し

た

洋

食

レ
ス

ト

ラ

ン

で

す

。

松

本

楼

に

は

梅
屋

庄

吉

と

孫

文

の

史

料

、

孫

文

夫
人

の

宋

慶

齢

が

梅

屋

邸

で

弾

い

て
い

た

ピ

ア

ノ

を

展

示

し

て

い

ま

す
。 

昨

年

（

２

０

１

６

年

）
、

孫

文

生

誕

１

５

０

年
を

祝

う

行

事

が

北

京

で

あ

り

、

米
国

や

ハ

ワ

イ

な

ど

に

暮

ら

す

孫

文
の

子

孫

、

日

本

か

ら

は

梅

屋

、

宮
崎

滔

天

の

子

孫

が

招

待

さ

れ

ま

し
た

。

５

年

に

一

度

の

国

家

行

事

と
な

っ

て

お

り

ま

す
。

当

日

は

習

近

平
国

家

主

席

ら

が

出

席

し

ま

し

た

。 

 

２

０

１

１

年
に

こ

ん

な

話

が

判

明

し

ま

し

た

。
１

２

３

６

人

の

日

本

人

が

孫

文

と
関

わ

り

、

大

半

が

孫

文

を

利

用

し
何

ら

か

の

利

益

を

得

よ

う

と

し

ま
し

た

。 

中

国

で

は

孫

文

よ

り

孫

中

山

（

ち

ゅ

う

ざ

ん
）

が

一

般

的

で

す

が

、

中

山

は

日
本

に

亡

命

し

て

い

た

と

き

の

偽

名
で

す

。

当

局

を

煙

に

巻

く

た

め

中
山

（

な

か

や

ま

）

を

名

乗

っ

て

い
ま

し

た

。

ま

た

、

中

山

服

は

日

本
の

詰

襟

学

生

服

を

参

考

に

仕

立

て
た

と

い

い

ま

す

。 

梅

屋

は

明

治

元

（

１

８

６

８

）

年

11
月

、
長

崎

で

生
ま

れ

貿

易

商

の

子

と

し

て

成
長

し

ま

す

。

困

っ

た

人

を

見

過

ご
せ

な

い

性

格

で

、

店

の

売

上

金

を
貧

し

い

人

に

施

し

た

そ

う

で

す

。
ま

た

、

冒

険

心

あ

ふ

れ

、

15
歳

の

と

き
、
梅

屋

商

店

の

船

で

初

め

て
上

海

を

訪

れ

ま

す
。

長

崎

と

上

海

は
近

く

、

長

崎

の

人

は

下

駄

履

き

で
出

掛

け

て

行

く

感

じ

。

東

京

へ

行
く

と

き

は

水

盃

を

交

わ

し

た

ほ

ど
。 

梅

屋

が

上

海

で

見

た

光

景

と

は

、

中

国

人

を
酷

使

、

人

を

人

と

思

わ

な

い

西

欧
列

強

の

人

々

で

し

た

。

ア

ジ

ア

人
同

士

が

協

力

し

ア

ジ

ア

を

強

く

し
な

け

れ

ば

と

の

思

い

を

抱

き

ま

し
た

。 

１

２

年

後

の

１
９

８

５

年

、

梅

屋

は

孫

文

と

出
会

い

ま

す

。

孫

文

は

医

学

校

の

恩

師

、

ジ

ェ

ー

ム

ズ

・

カ

ン

ト

リ
ー

博

士

と

香

港

の

梅

屋

の

写

真

館
を

訪

ね

ま

し

た

。

民

衆

の

苦

し

さ
や

貧

し

さ

は

医

術

で

は

救

え

な

い
、

と

訴

え

る

孫

文

に

梅

屋

は

言

い
ま

す

。「

君

は

兵

を

挙

げ

よ

。

我

は
財

を

以

っ

て

支

援

す

」
。

梅

屋

27
歳

、

孫

文

29
歳

の

と

き

で

し

た

。 

孫

文

は

１

８

６
６

年

、

中

国

広

東

省

で

生

ま

れ

、

13
歳
の

と

き

に

ハ

ワ

イ

の

兄

を
頼

っ

て

国

を

出

ま

し

た

。 

ホ

ノ

ル

ル

で

大

学

ま

で

進

み

ま

す

が

、

兄

は
民

主

主

義

や

キ

リ

ス

ト

教

に

感

化
さ

れ

る

弟

を

心

配

し

、

帰

国

さ

せ
ま

す

。

孫

文

は

医

杉 山 幹 夫 会 長 の 案 内 で 写 真 を 見 る  

鄧 偉 総 領 事 (右 )＝ 岐 阜 市 の ぎ ふ メ デ
ィ ア コ ス モ ス  

日
中
友
好
の
活
動
振
り
返
る 

写 真 展 会 場 を 訪 れ た 江 西 省 の 学 生 訪 問 団  

小
坂
さ
ん
の
講
演
要
旨  



学

の

道

に

進

み
、

香

港

の

西

医

書

院

で

カ

ン

ト

リ
ー

博

士

と

出

会

い

ま

し

た
。「

ア

ジ
ア

を

西

欧

列

強

の

支

配

か

ら

解

き
放

ち

、

独

立

自

尊

の

道

を

進

む
」
。
２

人

は

意

気

投

合
、

盟

友

、

義

兄

弟
の

契

り

を

結

び

、

梅

屋

は

孫

文

を
支

援

し

て

い

き

ま

す

。 梅

屋

は

映

画

事

業

で

孫

文

の

革

命

資

金

を

作
り

ま

し

た

。

１

９

１

１

年

、

白

瀬
中

尉

の

南

極

探

検

隊

に

１

１

万

５
千

円

を

ポ

ン

と

出

し

ま

し

た

。

朝
日

新

聞

社

は

５

千

円

で

し

た

。

梅
屋

は

探

検

隊

に

カ

メ

ラ

マ

ン

を

同
行

さ

せ

、

南

極

の

様

子

を

撮

影

さ
せ

ま

し

た

。

同

じ

頃

、

中

国

か

ら
武

昌

蜂

起

成

功

の

報

が

届

き

ま

し
た

。 

南

極

探

検

隊

の

映

画

は

空

前

の

ヒ

ッ

ト

。

そ
れ

以

前

に

伊

藤

博

文

の

国

葬

を

隠
し

撮

り

、

新

聞

に

映

画

広

告

を

出
す

な

ど

ア

イ

デ

ア

マ

ン

で

し

た

。
稼

い

だ

お

金

は

中

国

革

命

の

軍

資
金

に

拠

出

。

映

画

フ

ィ

ル

ム

を

入
れ

る

箱

に

札

束

を

詰

め

込

ん

で

渡
し

た

そ

う

で

す

。 

妻

ト

ク

も

紹

介

し

て

お

き

た

い

。

ト

ク

は

日
本

に

亡

命

中

の

孫

文

と

宋

慶

齢

の
結

婚

に

奔

走

し

ま

し

た

。

宋

家

三
姉

妹

の

次

女

慶

齢

は

、

米

国

留

学
か

ら

孫

文

を

支

援

す

る

両

親

が

住
む

東

京

に

。

姉

に

代

わ

っ

て

孫

文
の

秘

書

に

な

り

ま

す

。

し

か

し

、
慶

齢

は

両

親

と

上

海

へ

。

孫

文

は
ふ

さ

ぎ

込

み

、

親

子

ほ

ど

年

下

の
慶

齢

と

結

婚

し

た

い

、

と

。 

ト

ク

は

部

下

を

使

い

慶

齢

を

上

海

か

ら

連

れ
出

し

、

孫

文

と

本

妻

と

の

離

婚

を
見

届

け

た

１

９

１

５

年

、

夫

と

梅
屋

邸

で

２

人

の

結

婚

披

露

宴

を

仲
立

ち

し

ま

し

た

。 

そ

の

後

、

孫
文

は

１

９

２

４

年

11
月

、
神

戸

で

有

名
な

大

ア

ジ

ア

主

義

の

演

説

を
し

ま

し

た

。

東

洋

の

王

道

を

歩

む
の

か

、

西

洋

覇

道

の

走

狗

に

な

る
の

か

、

日

本

の

帝

国

主

義

に

警

鐘
を

鳴

ら

し

、

ア

ジ

ア
、
東

洋

の

平

和

を

訴

え

ま

し

た
。 

１

９

２

５

年

３

月

、
「

革

命

い

ま

だ

な

ら

ず

」
を

最

後

に

死

去

。

享

年

59
。
梅

屋

は

孫
文

の

死

を

悼

み

、

４

体

の

銅
像

を

広

東

中

山

大

学

な

ど

へ

寄

贈
。

文

化

大

革

命

の

と

き

、

周

恩

来
総

理

が

銅

像

を

紅

衛

兵

の

破

壊

か
ら

守

り

現

存

し

て

い

ま

す

。 

満

州

事

変

が

起
き

る

と

、

梅

屋

は

ア

ジ

ア

人

同
士

が

傷

つ

け

合

っ

て

は

い

け

な

い
、

と

日

中

戦

争

回

避

に

動

き

ま

す
。 

し

か

し

１

９

３
４

年

11
月

、
広

田

弘

毅

外

相

と
３

度

目

の

面

談

に

行

く

朝

に

倒

れ
、
亡

く

な

り

ま

す
。

享

年

65
。
無

念

さ

は
い

か

ば

か

り

か

と

。 

「

富

貴

在

心
」
「

積

善

家
」
。

梅

屋

の

信

条

で

す
。
人

の

価

値

と

は
、

富

や

名

声

で

は
な

く

、

そ

の

人

の

心

の

中

に

あ

る
。

そ

し

て

善

行

を

積

み

重

ね

る

。
大

切

な

遺

言

で

も

あ

り

ま

す

。 
２

０

０

８

年

５

月

、

10
年

ぶ

り

に

中

国

の

国
家

主

席

が

来

日

さ

れ

、

胡

錦

濤

主
席

と

福

田

康

夫

首

相

が

松

本

楼

に
お

越

し

い

た

だ

き

ま

し

た

。

胡

主
席

は

孫

文

と

梅

屋

庄

吉

の

史

料

を
じ

っ

く

り

ご

覧

に

な

っ

た

後
、「

中
日

友

好 

世

世

代

代

」

と

色

紙

に
揮

ご

う

さ

れ

ま

し

た

。 今

、

中

高

生
の

歴

史

教

科

書

に

孫

文

と

梅

屋

庄
吉

が

紹

介

さ

れ

、

２

人

を

軸

に

し
た

交

流

事

業

や

活

動

が

活

発

に

行
わ

れ

て

い

ま

す

。

２

人

が

願

っ

た
平

和

と

人

類

平

等

の

志

。

わ

た

し
た

ち

は

、

世

代

を

超

え

て

受

け

継
い

で

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と
思

っ

て

い

ま

す

。 

（

文
・
写

真

と

も

土

屋

康

夫

理

事

長

） 

 

◆

イ

ベ

ン

ト

の
ご

案

内

◆ 

日
中
友
好
新
春
の
集
い 

日

時

：

２

月

３
日

（

土

） 

10
：

30
～

13
：

00 

会

場

：

グ

ラ

ン
ヴ

ェ

ー

ル

岐

山 

（

岐

阜

市

柳

ケ

瀬

６

―

14
） 

第

１

部

講

演 

講

師

・

演

題

： 

森

松

工

業

取

締
役

グ

ル

ー

プ 

 
 

営

業

企

画
部

部

長 

西

村

今

日

子

さ
ん 

日

中

友

好

へ

の
思

い 

～

日

中

ビ

ジ

ネ
ス 

30
年

の

経

験

か

ら
～ 

第

２

部

講

話 

 
 

 

杭

州

リ
ポ

ー

ト 

～

変

わ

り

ゆ

く
も

の

と 

変

わ

ら

な

い

も
の

～ 

 
 

報

告

者 

土

屋

康

夫

理

事

長 
 

※

会

費

６

，

０
０

０

円 

エ ピ ソ ー ド を 織 り 交 ぜ 、梅 屋 庄 吉 と
孫 文 の 交 流 を 語 る 小 坂 文 乃 さ ん ＝
朝 日 大 学  


